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IC乗車券
 

の開発と展開戦略

東日本旅客鉄道株式会社
IT・Suica事業本部

 
副本部長

椎橋章夫

ー
 

新たな社会インフラ創造への挑戦
 

ー
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ＩＣカード乗車券
 

の利用の仕方

改札機の
「Ｒ／Ｗ」に
軽く触れるだけ。

タッチ＆ゴー
 (0.2秒）

ピッ！

注）Ｒ／Ｗ：リーダー・ライター。読み取り・書込み装置。
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○会社概要
・営業エリア：東京圏を含む本州の東部

・営業収益：

 

２７，０３５億円（連結）

・営業利益：

 

４，４５１億円（連結）

・経常利益：

 

３，３６５億円（連結）

・当期純利益：

 

１，８９６億円（連結）

・従業員数：

 

５２，６０４人

 

（単体）

○第１の事業【鉄道事業】
・駅

 

数：

 

１，７０３駅

・営業キロ：

 

７，５２６．８キロ（日本の鉄道の２７%）

・利用者数：

 

約１，６００万人／日（世界最大）

○第２の事業【生活サービス事業】
・ショッピングセンター：

 

約120ヶ所

・主な小売店舗：キオスク

 

約650店舗

NEWDAYS 約410店舗etc.
・主な飲食店舗：ベックス･ベッカーズ約100店舗

あじさい茶屋（そば）約60店舗etc.
・ホテル：

 

約40ヶ所、約5,600室
※ＪＲ東日本ホテルズ合計値（メッツ田端・ホテルニューグランド含む）

・・・・・・etc

上越新幹線

盛岡

東京

新潟

越後湯沢長野

秋田新幹線

新庄

高崎

大宮

ガーラ湯沢

山形
仙台

福島

新青森

山形新幹線

東北新幹線

秋田

長野新幹線

八戸

（数字は2008年3月期または2008年3月末）

○第３の事業【Suica事業】

Suica事業を経営の第３の柱として

 確立する

(グループ経営ビジョン２０２０－挑む－より)

ＪＲ東日本の会社概要
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資料：日本の将来推計人口（H14.1国立社会保障・人口問題研究所）

都道府県の将来推計人口（H14.3国立社会保障・人口問題研究所）

将来人口推計

生産年齢人口
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注)東京圏

 

：東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県

名古屋圏：愛知県、岐阜県、三重県

大阪圏

 

：大阪府、兵庫県、京都府、奈良県
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旅客輸送量

■輸送量（人キロ）の推移
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その他在来線

東京圏

新幹線

■輸送量の構成(2006.3期）

東京圏
61%

新幹線
15%その他

在来線
25%

（単位：百万人キロ）

定期外
43% 定期

57%

72,421
53,721

18,874

77,176

30,091

計

 

１２６，１４２百万人キロ

•1990年前半以降頭打ち。

•最近ではやや減少傾向

東京圏61％

定期券

 57％
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距離別輸送シェア
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資料：国土交通省総合政策局

 

貨物・旅客地域流動調査分析資料編

 

［2005.3期］

300Km程度までは自動車、

 750Km以上は飛行機がライバル
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「ICカード 出改札システム」の概要

ー
 

「海外の動向」と「当社の取り組み」
 

ー
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パリ「
 

NAVIGO」
 2001年10月導入

現在の発行枚数
 

約3百万枚

NAVIGO ；パリ在住者向け

 ・郵送申込により購入。写真必要。
・週間定期は、券売機で継続購入
・デポジットは無料（ただし、紛失再発行 €８）

NAVIGO Decouverte；ナヴィゴ・デクーヴェルト

・誰でも利用可能（旅行者向け）
・窓口で即時購入可。写真必要。
・デポジットは€５

 
（紛失再発行無し）
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自動券売機とﾊﾞｽ車内端末機

ﾊﾞｽ搭載端末機

車内検札機

自動券売機
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ロンドン地下鉄
1863年に世界最初の地下鉄として開業

 ⇒270駅乗降客300万人/日

Oysterカード：

 
2003年利用開始

 ・デポジット（￡3=約750円）

 ・約1500万枚発行。（常時利用は700万枚）

 ・SF機能＋Zone定期券（7日間～1年間）
・運賃収受（Zone１

 
￡1.5の場合）

 入場時 ￡4 引き、出場時に￡2.5バック
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自動券売機とオンラインショップ
券売機は6ヶ国語に対応

Oysterｶｰﾄﾞ対応R/W

インターネット上で“Oyster”の各種手続き可能

（残額確認、定期券予約、チャージ予約、

 オートチャージ申込、紛失・盗難届出など）

例：チャージ予約、定期券予約

 ⇒お客様が指定する駅の改札機で

 定期券をオートチャージ

 （翌朝以降はじめて利用する時、

 予約内容は指定した駅の改札機へ配信）

ﾁｬｰｼﾞ金額

書込指定駅

書込可能期間

オンラインショップ
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※改札機のOyster通過率：

 40％⇒65％に向上

09/02                              05/03         07/03        09/03         11/03              04/04         05/04           02/05

Annuals & Monthlies          Weeklies                                                       Capping3m

2.5m

2m

1.5m

1m

.5m

Bus Pre Pay

Off System       On System

Number of cards issued to date
Staff Pass Period Tickets LU Pre 

Pay
Freedom 

Pass

約7500台のﾊﾞｽ

 
総てにR/W設置

最高額4.90￡

でﾊﾞｽ・地下鉄

 
ﾌﾘｰ乗車

①磁気定期券全廃：定期券はOysterカードのみ
②Capping（ﾊﾞｽ・Tubeﾌﾘｰ乗車）：例

 
上限￡ 4.90/日

③磁気券値上げ；大人 ￡ 4.00（約1000円）/回
 ：Oysterは据置き⇒磁気券の全廃へ

Oysterカード急増の秘密：運賃政策
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リスボン地下鉄・バス

改札機R/W

リスボン・カード

 交通機関の利用の他、

 
各種の入場料が無料

 
OR割引

「７コリナス」カード

 ・複数の交通機関の利用が可能。

 ・紙製のICカードで寿命は１年。

 ・使用料0.5ユーロ。

バス車載R/W

券売機の内部：

 ICカードと磁気切符

 の２巻装填
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香港写真（自改）香港地下鉄
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香港写真（カード・R/W）
ＩＣカードとR/W

・発行枚数；1500万枚

 ・トランザクションデータ；10百万件／日

 ・サービスプロバイダー；440

 店舗数（端末）；32,000（5万台以上）
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香港路面電車と改札機
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オクトパスカードの交通以外の利用

①紛失再発行が可能

②自動入金が可能

・３人（12歳以上）まで登録可能

・２５０Ｈ＄積み増し

加盟店端末 自動販売機 公衆電話

オクトパスカード（パーソナル）
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ICカード内蔵時計

アンテナ ICチップ

ミレニアム記念、限定発売
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ＩＣカードの構造と特徴

非接触式ICカード接触式ICカード

・主として金融分野での利用

・露出接点での電力供給・情報伝達

確実性が高い

・国際標準がほぼ確立

・主として交通分野での利用

・電波で電力供給・情報伝達

利便性が高い

・規格化進行中

ICチップ

アンテナ

ICチップ ＋通信用接点
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ICカード乗車券“Suica”の中身

ICチップ

アンテナ（コイル状）
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自動改札機によるカード処理比較

機械による自動搬送

人間が手に持って移動
処理時間

 
0.2秒

磁
気
式

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

書
込
み

判
定

読
出
し

書
込
み
確
認

存
在
確
認

認
証

読
出
し

判
定

書
込
み
確
認

書
込
み

処理時間

 
700ms

投入から放出まで

自動改札機が
最難関技術
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ICカードと

読み取り機
の開発

基礎開発

３次
開発

9292 9393 9494 9595 9696 9797

読み取り機を
自動改札に取り込む

ICカード対応改札機の開発

トータル
システム
の開発

２次
開発

１次
開発

87 to 91 9898 99 to 01

周辺機器
の開発

ＪＲ東日本の鉄道用ＩＣカード開発の経緯

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

第
３
次
試
験評

価

実
用
化
シ
ス
テ
ム

開発から実用化までに16年かかった！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・会社発足と同時に開発開始

・過去３回のフィールドテストを実施

・99年5月に実用化可能と判断、具体的な導入検討に入る
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第1・2次試験での苦労

（縦置型）

第２次試験改良版

（横置型）

「縦」か？
 「横」か？

第１次試験

•横置型に決定！

74％

カードマークの円形ゾーン

ＩＣカードを改札機の

 どこに近づけたか？

しかし・・・
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アンテナ
 

カバーデザインの工夫

球面窪み 段差窪み 縦傾斜 横傾斜 水平

読み取り機の位置

を示すデザイン

読み取り機

カバー全体の形状
融合へ

１

 
停滞を誘導する形

２

 
平らにかざすことを誘導する形

３

 
近接領域でのみ作用することを示す形

デザイン目標
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新しいカバーデザインの特徴（3次試験）

ICカードを「触れ」
たくなる縦傾斜(13°)
と段差窪み

かざす位置を
円形緑色LEDで明示

遠くに配置
 した判定結果表示

100％

発光している円の内側

(３次試験)

目標達成

ＩＣカードを改札機の

 どこに近づけたか？

どのような‘名称’とするかでユーザの行動（メンタルモデル）は大きく変わる。

「非接触」「見せる」「かざす」

 
⇒

 
“タッチ＆ゴー”

 
へ

《実験で分かったもう一つの事》
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タッチ

ゴーゴー

タッチタッチ

ICカードの通信範囲は

目に見えないため、わかりにくい
「かざす」から

「触れる」へ

通信範囲

タッチ
 

アンド
 

ゴー
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Suica導入の経緯

★1990年 自動改札機導入
★1988年 FeliCa開発開始

★1997年 ICカード実用化（香港オク

 
トパスカード）

★1990年代
・コンピュータの高性能・高機能・小

 
型化。
・ネットワークの高速化

★1990年代後半～

・モンデックス
・ビザキャッシュ
・スーパーキャッシュ

などの電子マネー実験

2000年頃 ほとんど終了

★2001年

 

Edy開始

技術経営（MOT）戦略：総合的に経営判断し

 ICカードによる新しい出改札システム導入を決定

電子マネー市場

★2000年以降⇒老朽取替
・メンテナンスコスト低減、
・鉄道事業の競争力強化
・中期経営計画：鉄道事業と

 
生活サービス事業の相乗効果

IT技術経営革新

サービス向上

セキュリティアップ

コストダウン

増収（近距離収入のアップ）

新たなビジネスモデルの創出コア事業の成長

電子マネー開始（2004.03）

従来の枠組みを超えた幅広い業種との連携

新たなマーケットの開拓

Suicaサービス開始

 ２００１.１１.１８
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ICカード“Ｓｕｉｃａ“
 

の現状
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「端末系」；約14万台
鉄道系：約5万台

Suica端末

 

1.4万台
(ICOCA端末 6千台
PASMO端末数 3万台)

物販端末： 約 8.8万台
(Suica端末6.7万台)

「その他のサーバ」

 

社内システム
Suicaシステムとの接続サーバー群

 

他社システム等

駅サーバ台数

 

325台
中継サーバ台数

 

38台

「ネットワーク」
(自営通信網、事業者通信網、携帯電話網)

「センター・サーバ系」
 3サーバ群（Suica系）

(ID管理、電子ﾏﾈｰ、ﾓﾊﾞｲﾙ)

「Suica媒体」：
 首都圏相互利用で

 ３５００万枚以上

駅ｻｰﾊﾞ／
中継ｻｰﾊﾞ

・・・

端末装置

Suica

ｻｰﾊﾞ群

ﾓﾊﾞｲﾙSuica カード

通信網

駅等の装置

ﾌｧｲｱ/ｳｫｰﾙ

Suicaシステムの概要

・・・

その他システムの

 
サーバ群

Suicaシステムは
 変化・拡大している

 巨大システム

参考（2008.5現在）

 
：Suica発行枚数

 

25百万枚

 
: PASMO発行枚数

 

9百万枚

 
: ICOCA発行枚数

 

3.5百万枚
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Suicaの使える駅は？ （2008.4.1現在）

◆導入開始：2003.11.1
◆相互利用開始：2004.8.1

◆利用可能駅：４２７駅
◆導入社：ＪＲ西日本（近畿圏）

（2007.09～岡山・広島）

◆導入開始：2003.11.1
◆相互利用開始：2004.8.1

◆利用可能駅：４２７駅
◆導入社：ＪＲ西日本（近畿圏）

（2007.09～岡山・広島）

®

○Suica導入開始：2001.11.18
○PASMO導入：2007.3.18(相互利用開始)
○利用可能駅：

 

1771駅
○導入社:27事業者(鉄道),32事業者(バス)

⇒2007年度以降
30事業者(鉄道),76事業者(バス)

○Suica導入開始：2001.11.18
○PASMO導入：2007.3.18(相互利用開始)
○利用可能駅：

 

1771駅
○導入社:27事業者(鉄道),32事業者(バス)

⇒2007年度以降
30事業者(鉄道),76事業者(バス)

○導入開始：

 

2003.10.26

○利用可能駅：72駅
○導入社:ＪＲ東日本（仙台）、

仙台空港鉄道

○導入開始：

 

2003.10.26

○利用可能駅：72駅
○導入社:ＪＲ東日本（仙台）、

仙台空港鉄道

岡山・広島エリア

近畿エリア

名古屋

金山

四日市

岐阜関ケ原

多治見

中津川

大府

武豊

豊橋 浜松 静岡 函南

△導入開始：2006.11.25(名古屋)
2007.3.1(静岡)

△相互利用開始：2008.3.29

△利用可能駅：

 

114駅
△導入社:ＪＲ東海

△導入開始：2006.11.25(名古屋)
2007.3.1(静岡)

△相互利用開始：2008.3.29

△利用可能駅：

 

114駅
△導入社:ＪＲ東海

名古屋・静岡エリア

新発田

新潟

新津

五泉

弥彦

吉田

東三条

長岡

新潟エリア

○導入開始：

 

2006.1.21

○利用可能駅：58駅
○導入社:ＪＲ東日本（新潟）

○導入開始：

 

2006.1.21

○利用可能駅：58駅
○導入社:ＪＲ東日本（新潟）

®



Copyright 2008 East Japan Railway Company. All rights reserved 312008.06.05埼玉大学講演資料

首都圏ICカード相互利用鉄道路線図

Ｓｕｉｃａ ＰＡＳＭＯ

鉄道 バス 鉄道 バス

事業者数 ４事業者 １事業者

２３事業者

↓
2007年度以降

２６事業者

３１事業者

↓
2007年度以降

７５事業者

相互利用

対象駅数

バス両数等

３１路線

５４２駅

↓
2007年度以降

３３路線

６２７駅
（路線数に新幹線は含まない）

１営業所

約１０両

８１路線

１，１９８駅

↓
2007年度以降

８８路線

１，２７５駅

７４営業所

約４，５００両

↓
2007年度以降

順次拡大

約１４，０００両

（2008.3.1現在）
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首都圏ICカード相互利用の取り組み
【首都圏ICカード相互利用システムイメージ図】

○

 

システム仕様の統一化

○

 

機器仕様の統一化

○

 

ソフトウェアの共通化

○

 

機器動作の総当り確認
（約４０万件）

A駅（入場） B駅（ラッチなし乗換え）

C駅（出場）○○○円

○

 

運賃判定検証の実施
（約１２億３千万通り）

JR線

メトロ線 あらゆる移動パターン
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11月1月 3月5月 7月9月11月1月 3月5月 7月9月11月1月 3月5月 7月9月11月1月 3月5月 7月9月11月1月3月 5月7月 9月11月1月3月 5月7月 9月11月1月3月

東京モノレール
Suica導入

ICOCA
相互利用開始

グリーン車Suica
システム

サービス開始

東京臨海高速鉄道
Ｓｕｉｃａ導入

「ビュー･スイカ」
カード

発行開始

首都圏新幹線
仙台エリア

サービス開始

新潟エリア
サービス開始

２００１/１１/１８
Ｓｕｉｃａデビュー

２００４/３/２２

電子ﾏﾈｰ

 
サービス開始

２００６/１/２８
モバイルＳｕｉｃａ
サービス開始

首都圏ICカード
相互利用サービス

2007.3.18

 
スタート！

首都圏ICカード
相互利用サービス

2007.3.18

 
スタート！

PASMOと合わせて
3,400万枚に！

（2008年5月）

Suicaの現状（発行枚数）

２００８年４月末現在
Ｓｕｉｃａ発行枚数

 

約２，４７１万枚
※ﾓﾊﾞｲﾙSuica会員数

 

約１０５万人
利用可能店舗数

 

約４６，６５０店舗

（万枚）

２００４年 ２００６年２００３年２００２年 ２００５年２００１年 ２００７年 ２００８年
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（利用可能店舗数）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120
（１日当たり利用件数：万件）

店舗数（その他加盟店）
店舗数（街ナカSuica加盟店）
店舗数（駅ナカSuica加盟店）
利用件数/日

Suica電子マネー利用状況

「駅ナカ」から「街ナカ」へ
（2004.3.22～電子ﾏﾈｰｻｰﾋﾞｽ開始！）
・ 「イオン(含ﾃﾅﾝﾄ)」 約11,400店舗
・「Family Mart」 約2,630店舗
・「ミニストップ」

 

約1,640店舗
・「ららぽーと」 約860店舗
・「成田国際空港」 約220店舗
・「ぐるなび加盟店」 約120店舗
・「ビックカメラ」

 

23店舗
⇒利用可能店舗数は約46,650店舗

 
に拡大（4月末日現在）

 

「駅ナカ」から「街ナカ」へ
（2004.3.22～電子ﾏﾈｰｻｰﾋﾞｽ開始！）
・ 「イオン(含ﾃﾅﾝﾄ)」 約11,400店舗
・「Family Mart」 約2,630店舗
・「ミニストップ」

 

約1,640店舗
・「ららぽーと」 約860店舗
・「成田国際空港」 約220店舗
・「ぐるなび加盟店」 約120店舗
・「ビックカメラ」

 

23店舗
⇒利用可能店舗数は約46,650店舗

 
に拡大（4月末日現在）

ご利用件数
一日あたり１０４万件！
（2008年4月末現在）
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PASMOもSuicaも伸びる！

Suica発行枚数の増加Suica発行枚数の増加

約1,911万枚
 

⇒
 

約2,471万枚

モバイルSuica会員数の増加モバイルSuica会員数の増加

約34万人
 

⇒
 

約105万人

電子マネーご利用件数の増加電子マネーご利用件数の増加

約41万件/日
 

⇒
 

約104万件/日

Suicaチャージ件数の増加Suicaチャージ件数の増加

約43万件/日
 

⇒
 

約94万件/日

+71万枚

+560万枚

+63万件

+51万件

Suicaの利用が活性化！⇒

 
PASMOも同傾向

‘07.02月末と’08.4月末を比較

3/18までの決済件数 4/30までの決済件数

（参考）ニューデイズにおける、’06/’07の4月期比較では、１日１店舗当たりのご利用件数が6060％近く増加％近く増加

～首都圏相互利用サービスのインパクト～

‘07.02月末と’08.4月末を比較

‘07.02月末と’08.4月末を比較
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交通ネットワークでの利用が可能 駅を中心に同心円状に広がる利用可能
店舗と大規模店舗・ネットショップへの展開

高い利用率
紛失時の再発行サービスの実現

自動販売機ロッカー

コンビニエンスストア

ショッピングセンター

駅ビル

飲食店

量販店 書店

ガソリンスタンド

駐車場

バス

地下鉄

鉄道

タクシー

ネットショップ

ご利用の多い店舗では・・・

■ １日あたり１,０００件を上回るご利用件数

■ 店舗の総売上のうちＳｕｉｃａ決済が約３０％

「Ｓｕｉｃａ定期券」や「Ｍｙ

 

Ｓｕｉｃａ（記名式）」なら紛失した場合

でも登録した情報をもとに再発行することができます。

【紛失手続きが完了となった時点でのカード残額を保証】

Ｓｕｉｃａ

 
定期券

Ｍｙ Ｓｕｉｃａ

 
（記名式）

（3/18～サービス開始）

駅

Suicaの特徴は？
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今後のＳｕｉｃａ展開戦略



Copyright 2008 East Japan Railway Company. All rights reserved 382008.06.05埼玉大学講演資料

135135年間、基本的に同じビジネスモデル年間、基本的に同じビジネスモデル

ＪＲ東日本の事業ドメインの変遷

1872年 1987年4月1日

分割民営化

ＪＲＪＲ
東日本東日本

2001年11月18日 2004年3月22日

「Ｓｕｉｃａ」サービス開始 「Ｓｕｉｃａ電子マネー」
サービス開始

業態別のビジネスモデル業態別のビジネスモデル
（但し、鉄道とのシナジーを強く意識）（但し、鉄道とのシナジーを強く意識）

ＩＣ乗車券
⇒新たなビジネスモデルへ

鉄
道
事
業

生
活
サ
ー
ビ
ス

事
業

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

事
業

駅ビル
ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
ホテル
不動産
広告

コ
ア

 事
 業

コ
ア

 事
 業

ライバル：自家用車、航空機、並行路線など

エリア：東日本エリア

ライバル：業態別に存在

エリア：東日本エリアの駅ナカ、駅周り

ライバル：全国のあらゆる企業

エリア：東日本エリアの駅ナカ⇒全国の街ナカへ

民部省、鉄道省等を経て
1949年、日本国有鉄道へ

第２の柱

第３の柱へ

★★135135年前は、きわめて年前は、きわめて

まれな第３次産業まれな第３次産業

「改札」というコア事業の中の、
たった一つのプロセスの
１００年来の改革

思わぬ発展へ

小林一三モデル
（阪急グループ創業者）

こばやし

 

いちぞう
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「乗車券」のＩＣ化がもたらすもの

Ａ地点からＢ地点まで、旅客・貨物を運送することにより対価を得るビジネス

鉄道事業

⇒乗車券は、対価の証票に過ぎない。

乗車券のＩＣ化は、ビジネス全体の拡張性をもたらした

媒体（カード等）

乗
車
券

電
子

バ
リ
ュ
ー

拡張領域

個別認証機能

しかし、乗車券のＩＣ化によって・・・

認証ビジネスへの活用
（例）入退館ビジネス

マンションキー

マーケティングへの活用
（例）ポイント

決済ビジネスへの活用

電子マネー事業

 

等

ネットビジネスへの

拡張性

媒体ビジネスへの活用

（例）ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞとの一体化

携帯電話との一体化

（他の媒体にＩＣ機能を提供）

事業エリアの

拡張性

サービスの

拡張性

更なるビジネス展開
ＩＣチップ

Ａ地点 Ｂ地点

（旅客・貨物）
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鉄
道
事
業

鉄
道
事
業

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業

生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業

既存事業へのツール提供

インフラの整備：

 セキュリティ確保

ダ
イ
レ
ク
ト
ア
プ
ロ
ー
チ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
提

 
供

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
供

第3のコア事業
 

「Suica事業」

シナジー

アライアンス
パートナー

アライアンス
パートナー

グループ経営ビジョン２０２０
Ｓｕｉｃａ事業は鉄道事業、生活サービス事業に続く、第三のコア事業

一日のご利用

 約1,600万人
営業キロ70線区

 延べ7526.8km

【第１の事業】【第２の事業】

【第３の事業】

Suica 
事業

シナジー
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端末戦略

Suicaインフラ戦略

媒体戦略

セキュリティ・ネットワーク戦略

・電子マネーR/W
⇒共用Ｒ/Ｗ＋共通インフラ
・入退館システムR/W 、

 
SuiPo R/W等⇒多様化対応

 
⇒R/Wの標準化

 
⇒技術のイニシアチブ

－最先端技術のイニシアチブ確保－

・Suicaカード

 
⇒媒体マス戦略

 

⇒相互利用⇒ホルダー拡大
・モバイルSuica、ビュー･スイカ等

 
⇒媒体パーソナル戦略

⇒高機能化⇒ロイヤルカスタマー

チャージ戦略

・駅、加盟店チャージ、オート

 
チャージ、モバイルチャージ等
・電子マネーＳｕｉｃａポイ

 
ント還元

提携戦略

・媒体提携
・加盟店提携
・端末提携等

Ｓｕｉｃａ利用拡大戦略

in out
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媒体戦略：マスとパーソナル

保有する顧客情報を活用した
新しいサービスの展開

⇒「個客」として管理⇒「個客」として管理

新たなビジネス
チャンスの創出

・Suicaホルダーの拡大によりスケールメリットを生み出すこと（マス戦略）
・Suicaホルダーの裾野を拡大すること（マス戦略）で、
より多くのロイヤルカスタマーの獲得につなげること（パーソナル戦略）

媒体戦略
の意義

パーソナル
戦略

Suicaホルダー
の拡大

Suicaの高機能化による

サービスアップにより、

上位レイヤへの誘導
を図る

モバイル

 Ｓｕｉｃａ

無記名Suicaカード

記名カード・Ｓｕｉｃａ定期券

ビュー・スイカ

JR東日本の

ロイヤル

カスタマーへ

上位レイヤ
の媒体へ

ダイレクト
マーケティング

レイヤ

個人情報
取得レイヤ

個人情報無

 
レイヤ

マス戦略
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岡山・広島エリア（JR西日本）

：2007.9～

 
「ＩＣＯＣＡ」

近畿エリア

 
（JR西日本、関西民鉄１６事業者）

：2003.11～

 
「ＩＣＯＣＡ」

：2004.8～

 
「ＰｉＴａＰａ」

名古屋エリア

：2006.11～

 
「TOICA」

：2010年度

 
（名鉄、名市交）

交通IC乗車券の広がり

首都圏（１０１事業者）

2007.3

 
「PASMO」

JR東日本

 首都圏、仙台、新潟エリア

 「Ｓｕｉｃａ」

静岡エリア（JR東海）

：2008.3～

 
「TOICA」

九州エリア

：2008.5～「ｎｉｍｏｃａ」（西鉄）

：2009春「SUGOCA」（ＪＲ九州）

：2009春

 
「はやかけん」(福岡市交通局)

札幌エリア

：2008秋「Ｋｉｔａｃａ」（ＪＲ北海道）

：2009.1～「SAPICA」（札幌市交通局）
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入場入場
出場出場

モバイルSuica 利用イメージ

携帯電話

通信機能

画面表示

Suica
モバイルSuica

＋

携帯でそのまま
ﾀｯﾁ&ｺﾞｰ

非接触ICチップ

 を搭載（Suica用

 
にイニシャライズ）

11月28日

はやて29号

東京 → 仙台

20:04 → 21:42

5号車3番E席

東京 ⇔ 新宿

経由：品川

16.3.1から

16.5.31まで

通勤定期

 

××

イオの履歴

チャージ

 

3000円

4,260円

新宿－池袋

1,260円

イオ 定期 新幹線

Suica搭載携帯電話｢ﾓﾊﾞｲﾙSuica｣

IC

IC

IC

IC

2006年1月28日サービス開始 !
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④ネット決済
⑤Suicaポケット

①クレジットカード拡大

③EASYモバイルSuica

②銀行チャージ

定期券・ｸﾞﾘｰﾝ券機能がないお試し版（クレジット登録不要）

みずほ銀行
三井住友銀行
三菱東京UFJ銀行

チャージ等
チャージ

⑥ソフトバンク対応

12月2日～

携帯電話とSuicaを融合した
サービスを実現

終了

残額:5,000円

メニュー

「モバイルＳｕｉｃａ
特急券」サービス

切符

携帯電話に新幹線

 
チケットをダウン

 
ロードし、そのまま

 
タッチ&ゴー

 

携帯電話に新幹線

 
チケットをダウン

 
ロードし、そのまま

 
タッチ&ゴー

第二期（2006年10月～）
拡張期

第三期（2008年3月～ ）

 充実期
第一期（2006年1月～）

 導入期

パーソナル戦略①：「モバイルSuica」パーソナル戦略①：「モバイルSuica」

②SF（電子マネー）

①定期券

③Suicaグリーン券

「乗車券購入」「乗車券購入」プロセスの革新 「指定券購入」「指定券購入」
プロセスの改革

「出札」プロセスの革新
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指定席情報

指定席情報配信ｻｰﾊﾞ

ﾓﾊﾞｲﾙSuica新幹線指定席乗車ｻｰﾋﾞｽ

車内改札省略システムとの連携によりシームレスな移動と快適な空間の提供を実現

（画面イメージ）

東北・山形・秋田・
上越・長野新幹線

残額:20000円

――――――――――――
(C)JR東日本

2

終了

６

７

８

５ モバイルSuica特急券

JR東海

 

エクスプレス予約９

②購入した

 「新幹線指定席乗車ｻｰﾋﾞｽ」

の情報を保管

①

 

購入 ③

 

受取り（ダウンロード）

□乗車日：5月16日

□東京⇒仙台
□はやて7号
8:28発⇒10:11着

□普通車
□8号車 3番 E席

――――――――――――

０戻る
⑨メニュー

2

戻る

モバイルSuica特急券

④

 

そのまま改札を
タッチ＆ゴー

東京駅

快適空間の提供

車掌用携帯端末

⑤

 

車掌は携帯端末で情報を

確認し、車内改札を省略
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残額:20000円

――――――――――――
(C)JR東日本

2

終了

６

７

８

５ モバイルSuica特急券

JR東海

 

エクスプレス予約９

（画面イメージ）
東海道新幹線

（エクスプレス予約）

メニューをクリックして、

 
エクスプレス予約の

 画面に遷移（予約・購入）

在来線 東海道新幹線

東京（新幹線・乗換改札機）

タッチ

「座席のご案内」

 
を発行

新大阪（新幹線・乗換改札機）

タッチ

在来線

吉祥寺 芦屋
エクスプレス予約ＩＣサービス

でご利用

モバイルSuicaによる東海道新幹線利用

「モバイルSuica会員」＋「エクスプレス予約会員」
東海道新幹線もタッチ＆ゴーで利用可能に！！

モバイルSuicaで日本の鉄道の
利用スタイルが変わります！
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駅ビル等の

 
ＪＲ東日本グルー

 
プでのショッピングビューアルッテでの

 
キャッシング

提携金融機関、

 
郵便局のＡＴＭでの

 
キャッシング

電子マネー加盟店での

 
Ｓｕｉｃａ電子マネー利用

パーソナル戦略②：「ビュー・スイカ」カード

国内・海外の

 
提携ブランド加盟店で

 
のショッピング

クレジットﾎﾟｲﾝﾄを

 Suicaへ還元

Ｓｕｉｃａ定期券としての

 
鉄道利用

みどりの窓口でのきっぷ購入や、

 
びゅうプラザでの旅行商品購入

Suica・Suica定期券 ビューカード 「ビュー・スイカ」カード

・2003.7 「ビュー・スイカ」カード発行

・2006.1 定期券機能付
「ビュー・スイカ」カードの発行

特長：１枚で、Suica（Suica定期券）・ビューカードの両方の機能を保有

生活サービス事業へ 社外との提携
鉄道事業へ

ルミネ アトレ ＪＡＬ ビックカメラ大人の休日

「ビュー・スイカ」カードの更なる展開

Suicaの機能 ビューカードの機能
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三井住友

ヤフー

横浜銀行

Ｓｕｉｃａの提携戦略

みずほ

ビックカメラ

日本航空

より多くのお客さまに

さまざまな生活シーンで

Ｓｕｉｃａをご利用いただく

Ｓｕｉｃａで

 
新しいライフスタイル

 
を提案

東京三菱

イオン

全日空
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ＪＲ
東日本

ＮＴＴ
ドコモ

ＬＬＰ

ＪＣＢ

ビット
ワレット

共用リーダ/ライタ

ＱＵＩＣＰａｙ

共通利用
センター

運営

参加 参加

共通インフラ共通インフラ

Ｓｕｉｃａ

ｉＤ Ｅｄｙ

その他の決済サービス

共通インフラ運営
有限責任事業組合

加盟店メリット
・設置ｽﾍﾟｰｽの削減

・端末導入ｺｽﾄの軽減

・販売ロスの低減

利用者メリット
利用シーンに応じてサービス

 
の使い分けが可能

・利便性が向上

＋

非接触ＩＣ決済市場

 全体の

 さらなる拡大・加速化

・Ｓｕｉｃａ系電子マネー手数料の増大

・共通インフラ使用料の増大

ＪＲ東日本メリット

端末戦略①：共用端末と共通インフラ

イオン

WAON
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チャージ戦略：チャージ環境の整備

チャージ環境はお客さまのできるだけ近くに！！チャージ環境はお客さまのできるだけ近くに！！

駅で

お店で

オートチャージ

一度の設定で、
意識せずに何回でも！

家で！
オフィスで！

モバイルＳｕｉｃａ
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Ｓｕｉｃａポイント加盟店Ｓｕｉｃａポイント加盟店

●Ｓｕｉｃａ電子マネーの魅力向上・利用促進

チャージ戦略：ポイントによるSuica利用の活性化

・Ｓｕｉｃａ電子マネーの利用でＳｕｉｃａポイント獲得
・ＳｕｉｃａポイントをＳｕｉｃａにチャージ

 ⇒電子マネー＆乗車券で利用

お客さまお客さま

ローコスト（ポイント原資）で
店舗の魅力向上
→利用者増加・

囲い込みの促進

当社当社

ポイントの利用

ポイント交換

【 駅ナカ店舗】
・NEWDAＹＳ
・KIOSK
・エキュート

 

ほか

【街ナカ店舗】
・洋服の青山
・紳士服コナカ
・紀伊国屋書店
・時間貸駐車場タイムズ

ポイントの好循環

 →「買って、ためて、また使う！」

・ポイントサービスの魅力向上
ポイントサービス企業ポイントサービス企業

ポイント付与
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システムの
 

信頼性とセキュリティの確保
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窓 口

ID管理駅サーバ

ID管理センターサーバ

ネガデータネガデータ

ネガデータ

マ ル ス 端 末

 （登録・発行）

窓 口 精 算 機

 （登録のみ）

駅
ネガデータ

紛失・障害

 の申し出

定期券の

 再発行（翌日）

再発行登録

定期券情報

ＳＦ残高

 

等

駅務機器にネガデータ

 を配信することにより、

 再発行登録済みのＩＣ

 カード（紛失ＩＣカード）が

 使用された場合、当該

 ＩＣカードを利用不可に

 できる

不正使用の防止により

セキュリティーを確保

Ｓｕｉｃａセキュリティ（システム全体）

～Suica定期券の再発行の場合～

チェック！チェック！ チェック！チェック！
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Ｓｕｉｃａセキュリティ（カード）

•ISO１５４０８に基づくセキュリティ評価・認証で「EAL４」を取得。

（２００３年６月１３日取得）
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Suicaシステムネットワークの信頼性・安定性向上
 Suicaシステムのセキュリティ向上

 
が必須

１．体制整備；「セキュリティ・マネージャー」を配置（2005.7）

 ；「Suicaシステム管制室」を設置（2007.3）

 

１．体制整備；「セキュリティ・マネージャー」を配置（2005.7）

 ；「Suicaシステム管制室」を設置（2007.3）

３．技術力向上；「Ｓｕｉｃａシステム技術懇談会」の設置（2005.7）

 

３．技術力向上；「Ｓｕｉｃａシステム技術懇談会」の設置（2005.7）

２．技術管理；「サイバネセキュリティ評価及び認証制度」

 
（2007.6）

 

２．技術管理；「サイバネセキュリティ評価及び認証制度」

 
（2007.6）

ー

 
セキュリティ確保の意義と取り組み

 
ー

Suicaセキュリティ確保の取り組み

信頼性、セキュリティの高いシステムへと進化し続ける必要がある。

今後Suicaは「オープンな大規模インフラ」⇒社会インフラ化の進展

システムは高度な技術レベルの自社インフラ
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そして
 

は、
 

社会インフラへ・・・・・
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「オープンな大規模インフラ」へ

 
⇒

 
Suicaの社会インフラ化

「Ｓｕｉｃａシステム」は高度な技術レベルの自社インフラ

“Suica”の社会インフラ化

これまで

１･２次インフラの共生とシステム安定稼動の確保

(第1次ｲﾝﾌﾗ)
鉄道:社会基盤

(第2次ｲﾝﾌﾗ) 
Suica:生活基盤

★Suicaは外に向かって

 インフラが拡大
【ﾓﾊﾞｲﾙＳｕｉｃａ】

交通利用ネットﾜｰｸ

パスネット バスカード

携帯電話

ＩＣＯＣＡ Ｐｉｔａｐａ

クレジット、銀行等

他エリアとの交通利用ネットﾜｰｸ

Suica

IC

連携による市中展開

【PASMO】

今後
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○ＪＲ東日本の事業構造革命
○首都圏から始まるＳｕｉｃａ生活革命

Suicaが変える事業構造とライフスタイル

Level ２：電子マネー・決済インフラ

Level １：交通インフラ

Level ３：通信インフラとの融合⇒生活インフラへ

駅のシステムチェンジ

お客さまの生活

 に密着したSuicaへ
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「世界を変える」

日本の鉄道はこれまで世界を「２度」変えた。

１度目は「新幹線」「新幹線」で。 ２度目は「民営化」「民営化」で。

今度は「Ｓｕｉｃａ」「Ｓｕｉｃａ」
 が世界を変える。世界を変える。
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